






“Everybody’s Treasure: The Takata-Matsubara Embroidery Project” and Its Meaning 
―From the Perspective of Sharing “Livelihood Culture”―
Misako KASUYA
At the Setagaya Art Museum in Setagaya-ku, Tokyo, from March 5 to March 10, 2019, eight years 
after the Great East Japan Earthquake, the exhibition “Remember the 3/11 Great East Japan 
Earthquake: Thinking from Setagaya” was held. It featured embroidery by Hiroko Amano & thirty-one 
tapestries on which in total 741 embroideries by residents of disaster area and the other participants 
were arranged. Each piece was stitched with pine trees according to the common theme ‘our lost 
memorial pinewood.’ They were inspired by Amano who prompted this project.
Firstly, this report describes the background of the launch of the project. Secondly, the author 
summarizes the feelings reflected in the pine tree tapestries of the disaster area, Takata-Matsubara in 
Rikuzentakata City, Iwate Prefecture. Thirdly, the author clarifies the role of students’ involvement in 
this project. The author goes on to examine the significance of embroidery as handwork from the 
viewpoint of sharing “livelihood culture.” The author concludes that this exhibition is related to social 
issues and is an example of shared “livelihood culture.” 
Key words:  livelihood culture （生活文化）, Great East Japan Earthquake （東日本大震災）, embroidery （刺
繍）, pinewood （松林），Takata-Matsubara （高田松原）
はじめに
東日本大震災から 8 年を迎える 2019 年 3 月 5 日
から 10 日までの 6 日間，東京都世田谷区にある世
田谷美術館（世田谷区砧公園内 1-2）の区民ギャラリ

















































































 （2012 年 6 月筆者撮影）
写真 ２　被災地の様子（上閉伊郡大槌町）




























のゼミでも，2015 年度 3 年ゼミ生 10 名と筆者が，
各自慣れない手つきで思い思いの作品を制作した
（写真 4，5）。こうして集まった作品は，幅 1 m×長
































日本大震災」の連作 9 点を含む）と，741 枚の「松」
の作品を繋いだタペストリーが一堂に展示された
（写真 6，7，8，9）。2019 年 3 月 9 日には世田谷美術館
講堂を借りて，トークサロン「東日本大震災を忘れ
ない～過去・現在・未来～」と題して各報告を行い


















覧者数は，6 日間で計 898 名，3 月 9 日のトークサ
ロンには 167 名，コンサートは 120 名，総計 1,185
名の参加を得て，盛況のうちに終えることができた











2017 年 12 月 10 日（火） 準備会
2018 年 01 月 18 日（木） 第 1 回　世田谷展実行委員会
2018 年 02 月 24 日（土） 第 2 回　世田谷展実行委員会
2018 年 06 月 24 日（日） 夢のはな奏であいチャリティーコンサート
（仮チラシ配布）（於： 世田谷区立成城ホール）
2018 年 07 月 08 日（日） 第 3 回　世田谷展実行委員会
2018 年 07 月 18 日（水） 天野寛子によるゼミでの特別講義（於： 昭和女子大学）
2018 年 07 月 29 日（日） 第 4 回　世田谷展実行委員会
2018 年 10 月 27 日（土） 陸前高田展 2018 in 銀座三～今日まで，そして未来へ～（戸羽太陸前高田市
長に挨拶）
2018 年 10 月 28 日（日） 第 5 回　世田谷展実行委員会
2018 年 11 月 17 日（土） 天野寛子宅にてインタビュー
2018 年 12 月 01 日（土） 第 6 回　世田谷展実行委員会
2019 年 01 月 03 日（木）～6 日（日） 陸前高田市・大船渡市訪問
2019 年 01 月 19 日（土） 第 7 回　世田谷展実行委員会
2019 年 02 月 01 日（土） 第 8 回　世田谷展実行委員会
2019 年 02 月 15 日（火） クラウドファンディング開始
2019 年 02 月 17 日（日） バージセミナー 2019　「バージの会」主催「豊かに生きる～手仕事を通して～」　天野寛子講演会（於： 世田谷区船橋まちづくりセンター）
2019 年 02 月 28 日（木） 「星に語りて～starry sky～」（監督・松本動）試写会鑑賞（於： 虎ノ門・ニ
ッショーホール）
2019 年 03 月 03 日（日） 第 9 回　世田谷展実行委員会
2019 年 03 月 05 日（火）～10 日（日） 東日本大震災を忘れない―3.11 から 8 年，世田谷から考える―
天野寛子フリー刺繍画展＆『みんなのたからもの』ししゅう高田松原タペ
ストリー展
2019 年 03 月 09 日（土） トークサロン・チャリティーコンサート（於： 世田谷美術館）
2019 年 03 月 20 日（水） クラウドファンディング終了

















と共に参加したり（2014 年 9 月），男女共同参画セ
ンター横浜南「フォーラム南太田」での展示の手伝













2018 年 6 月に学生にポスター制作をさせたとこ
ろ，意義が掴めておらず作成が思うように進まない





























写真 14　陸前高田復興まちづくり情報館（筆者撮影） 写真 15　観光物産協会語り部による話を聴く（筆者撮影）
─ 65 ─
ンディング開始の準備，リターンの検討には苦戦も
したが，2019 年 2 月 15 日にクラウドファンディン
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